
【学校教育目標】共に学び，共に生きる喜びをもち，夢と志に向かい未来を拓く児童の育成 

 

                                   

  

                               

               

 ２月になり、暦の上では春ですが、気温も低くまだまだ寒さが厳しい日が続いております。それでも、

校庭の桜はしっかりつぼみを付け、進学や進級を楽しみにして希望に胸を膨らませている子供たちの

ように、少しずつ少しずつ寒さに耐えながらつぼみを膨らませています。また、１１月に子供たちが花

壇に植えたパンジーも雪に積もられながらも、枯れずに絶え、地面に根を張り、春めいた陽がさす日

には、きれいに花を咲かせています。そのようなパンジーを毎日眺めては、子供たちもこの花のように

たくましく育って、笑顔の花をたくさん咲かせてほしいと願うばかりです。 

さて、３月５日（水）には「６年生を送る会」を予定しています。お世話になった６年生のために、下級

生が準備を進めています。５年生の子供たちは、リーダーとしての使命を持ち、自分から司会役にチャ

レンジしたり、話し合って仕事を分担したり、協力しながら頑張っています。きっと、 

６年生の心に残るすばらしい会になることでしょう。そして、下級生の思いが６年生 

に伝わり、６年生もまたその期待に応えるように卒業式では成長した頼もしい姿を 

見せてくれるのでしょう。希望に胸が膨らみ、わくわくが止まらない今日この頃です。  

             ３ 月 の行 事 予 定   ☆ＳＣ：スクールカウンセラー        
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希望に胸膨らむ春です 



４月の主な予定 

 
４月 １日（火） 学年始休業日（～７日（月） 
４月 ８日（火） 着任式・第１学期始業式 
４月１７日（木） 全国学力状況調査（６年生） 
４月１８日（金） 全国学力状況調査・質問紙 

（６年生） 
４月２１日（月） 耳鼻科検診 
４月２３日（水） 春の交通安全教室 

                ４月２６日（土） 学習参観日 
                ４月２８日（月） 振替休業日 

 

                

                                                                   
 

  子供たちが１２月から学校の水槽で、卵から大切に育てたサケの稚魚を鳴瀬川に放流しました。
放流の瞬間は、これまで愛情を込めて育ててきただけに、別れにさみしさを感じ、なかなか放流でき

ない子供も見られましたが、「元気でね。」と見送っていました。この活動をとおして子供たちが命の

大切さを学んだり、子供たちの心にふるさとを愛する心が育くまれたりすることを願っています。 

  放流会には、保護者の皆様をはじめ、水辺の楽校協議会事務局の荒川さんも参加してくださいま

した。また、ＮＨＫ、仙台放送、東日本放送の報道機関からの取材もあり、当日の夕方や翌日の朝に、

放流の様子が放映されました。見逃した方もＹｏｕ Ｔｕｂｅ配信で見ることができます。どうぞご覧くだ

さい。 

 
 

 

サケの稚魚放流会 ～元気で帰って来てね～ 
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